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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国と台湾の教育課程で小中高生に教えられてきた日本像の解明を目的としてい
る。研究期間中は、1949年から現在までの中国と台湾の教科書、教育課程における日本に関する記述や教育方法を分析
した。特に、国定教科書の性格が強い中国の人民教育出版社と台湾の国立編訳館が編集した歴史科、国語科、社会科の
教科書を中心に分析した。また、1995年から2009年までの期間、上海市で出版された歴史教科書における日本関連の記
述と、人民教育出版社の教科書との比較検討を通じて、2000年代以降の中国の歴史教育改革と対日イメージの形成との
関係性も明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to shed light on the impression of Japan that 
Chinese and Taiwanese elementary, junior and senior high school students developed via their schools’ 
education programs. Over the course of the research, our group analyzed the contents of China and 
Taiwan’s textbook content on Japan, as well as how they taught about the country. In particular, our 
research focused on analyzing History, Chinese Language, and Social Studies textbooks that were edited by 
the People’s Education Press (China) and the National Institute for Compilation and Translation 
(Taiwan). For comparison, we analyzed the Shanghai city government’s designated history textbooks for 
senior high school that were published from 1995 to 2009. Based on the Shanghai textbooks’ differences 
with and the ongoing changes that the People’s Education Press made to their textbooks, we shed light on 
the relationship between Chinese history education reform and how the image of Japan was constructed.
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１．研究開始当初の背景 

2012 年の中国各地における「反日」デモ
の発生並びにデモから生じた影響により、日
中関係は新しい局面を迎えた。「反日」デモ
の背景には、日中両国の歴史認識の問題が存
在する。日中間で 1931 年から 1945 年まで続
いた悲惨な戦争は歴史の重要な一部分であ
り、この時期の史実の解明は必要であろう。
しかし、戦後生まれの日中の両国民が過去の
戦争の歴史をどのように認識しているのか、
この探究こそが日中関係の改善に向けたよ
り重要な鍵になると考えられる。そこで本研
究は、中国大陸と台湾の「課程標準」、「教学
大綱」（日本の「学習指導要領」に相当）と
教科書における日本関連の記述の変遷を抽
出し、1949 年以降、中国大陸と台湾の教育
課程で教えられた日本像について検討する
ことにした。 

中国大陸では、1949 年から 2015 年の期間
中、中学校の歴史科に限定しても、「教学大
綱」（2001 年以降「課程標準」に改称）が 12

回修正され、教科書も 9 回改訂された。各時
期の教育内容は、同時期の内外情勢影響を深
く受けてきた。 

一方、国共内戦に敗れ、台湾に撤退した中
華民国政府は、1948 年に定めた全国各省共
通の小学校、中学校の「課程標準」（2000 年
以降「課程綱要」に改称）に基づいて編集さ
れた教科書を使用していたが、2005 年まで
に「国民小学課程標準」は 7 回、「国民中学
課程標準」は 8 回改訂された。この「課程標
準」に基づき、国立編訳館は教科書を編集し
たのである。 

 本研究の研究対象は、1949 年以降の中国
大陸と台湾の小中学校の歴史、社会、国語、
政治、地理などの教科の「教学大綱」（中国
大陸）、「課程標準」（中国大陸と台湾）、「課
程綱要」（台湾）及び教科書で言及された日
本関連の内容とする。記述内容やその量的な
変化を分析し、各時期に中国人が教科書を通
じて学んだ日本像を明らかにしようとする
ものであった。 

 

２．研究の目的 

 2012 年 4 月以降、領土問題をめぐり、日
中関係が急速に悪化した。中国各地で反日デ
モが発生し、国民レベルの反日感情が急激に
上がったことが注目された。2005 年の反日
デモとは異なる点は、中国大陸だけではなく、
台湾、香港、海外の中国系住民の反日感情も
急激な高まりを見せたことである。中国大陸
の反日デモは中国政府の指示があったと言
われているが、台湾や海外にいる中国系住民
は中国政府の指令を受けて反日活動を行っ
たと考えにくい。本研究は、その要因が教育
にもあるという仮説にたつ。代表者はこれま
での研究の中で中国の中学校の歴史教科書
を分析した結果、中国の歴史教育に戦争の日
本と戦後平和の日本という二つの分断した
日本像が存在していることを判明した。本研

究は中国と台湾の小中高校の教育における
日本像には、どのような共通点があり、領土
問題が発生した際に同様な反日活動を行わ
せたのか、また、双方の教科書にどのような
違いがあるのか、などの点を明らかにするこ
とを目的とした。 

 

３．研究の方法 

本研究の特徴は、国際政治の観点から、中
国と台湾の教育政策及び教科書を総合的に
分析した点である。具体的には、1949 年以降
の「教学大綱」、「課程標準」、「課程綱要」、
それに従って編集された教科書の字数の変
化とともに、教科書での具体的な用語の表現
方法、図、写真の使い方、さらには政策担当
者、教科書編集者への聞き取り調査を含む多
角的な分析を試みた。中国や台湾の政府が教
育を通じて児童・生徒に伝えようとした歴史
観及び日本像を明らかにし、そうした歴史観
と近年の中国人が抱いている対日イメージ
の変化との関係性について考察した。 

中国大陸では、1949 年以降の人民教育出
版社（1986 年に「一綱多本制」が導入され
たが、1986 年まで国定教科書を出版し、1986

年の「一綱多本制」導入後も中国全土で最も
多く採用された教科書の出版社）が編集した
小中学の歴史、社会、国語、政治、地理など
の教科書を中心に分析した。また、比較の観
点から、1986 年以降に上海市が独自に編集
した教科書も分析対象とした。 

台湾では、小学校及び中学校で全国統一の
国定教科書制度が維持されている。高校につ
いては、1999 年の統一教科書の「統編制度」
から自由編集を許される「審定制度」に変更
された。しかしながら、大学入試が統一試験
のため、国立編訳館の編集した教科書が採用
されるケースが多い。そこで、台湾の分析で
は、1949 年から 2008 年までの「課程標準」、
「課程綱要」、そして国立編訳館によって編
集・出版された小中学の歴史、社会、国語、
地理の教科書を対象とした。 

本研究は、これらの「教学大綱」、「課程標
準」、「課程綱要」と教科書における日本関連
の記述の変遷を抽出し、1949 年以降、中国
大陸と台湾の教科書で記された日本像につ
いて検討した。さらに補充研究として、中国
と台湾政府の政策担当者、教科書編集者に対
する聞き取り調査も行った。 

 
４．研究成果 
（１）分析結果 

 ①中国大陸の教科書制度 
1949 年 10 月 1 日に中華人民共和国が成立

して以降、中国では全国統一の教科書制度を
敷いてきた。国家教育委員会（現在の教育部）
の制定した「教学大綱」に基づき、同委員会
直属の下部機構である人民教育出版社によ
って教科書は編纂・出版されたのである。
1949 年から 1951 年までは、革命根拠地での
経験を取り入れながらも、1949 年以前の中華



民国時期の教育システムが基本的に維持さ
れていた。またこの時期には、12年制の小中
学校の各科目の教科書が編纂された。その後
も計 10 回「教学大綱」と「課程標準」は改
訂され、教科書も改版された。1960年からは
10 年制の小中学制と 12 年制の小中学制を並
存することになり、1960 年から 1961 年にか
けて前者向けの新教科書が編集された。1966
年から 1976 年までの文化大革命期には、学
校教育の機能が破壊され、教科書は各省、各
地域で編集されるようになる一方、人民教育
出版社が独自の教科書を編集することはほ
とんどなかった。しかし、10 年制の小中学校
「教学大綱」の発布（1978 年）を機に、各科
目の教科書が新しく編集され、全国に配布さ
れるようになった。 

1986年の「義務教育法」の制定を機に、教
科書制度は従来の国定制から検定制に変更
された。国家教育委員会策定の「教学大綱」
から逸脱しないという条件付きではあった
ものの、人民教育出版社以外の組織（特に各
省の教育委員会）が独自に教科書を編纂する
ケースも増えてきた。もっとも、編纂された
教科書は、必ず国家教育委員会或いは各省の
教育委員会直属の中小学教材審定委員によ
る審査を受けなければならなかった。なお、
中国の大学入学試験は、教科書に大きく依拠
して出題されていることから、学校教育にお
いては教科書学習が中心となっている。 

中国の学校教育では、「徳育教育」を重視
してきた。小中学校における徳育教育の目的
は、学生を「社会主義祖国を愛する」、「社会
公共道徳」「文明行動の習慣」「紀律と法律を
守る」公民に育てることにあるとされたので
ある。「徳育教育」は、小学思想品徳科目、
中学、高校の思想政治科目及び各科目の教育、
その他の校内や校外教育を通じて行われて
いる。さらに、徳育教育」の精神は、歴史科
や社会、国語、政治などの科目にも含まれる。 
 
②台湾の教科書制度 
 中華民国政府が台湾に撤退する前の 1948
年に定められた全国共通の小学校、中学校、
高校の「課程標準」に基づいて編集された教
科書が長らく使用された。また、「共産党に
反対し、ロシアに反抗」するという基本的な
国策に従い、1952 年には小学校の『国語』と
『社会』の両科目と中学及び高校の『歴史』、
『国語』、『公民』、『地理』の 4科目について、
「課程標準」を修訂した。1968年に 6年間の
義務教育が 9 年間に延長されたことを受け、
同年に小学校と中学校については 9年義務教
育の方針に従って「課程標準」を新しく策定
し、教科書も編集しなおした。小中学校では
全国統一の国定教科書制度が現在も維持さ
れているが、高校については 1999 年の統一
的な教科書を用いる「統編制度」から自由な
編集も認められる「審定制度」に変更された。
しかしながら、大学入試は統一試験のため、
国立編訳館の編集した教科書を採用するケ

ースが多い。 
 大半の「課程標準」（2000 年以降は「課程
綱要」に改称）には、「民族精神教育を強化
する」方針が『公民』、『国語』、『歴史』、『社
会』、『地理』、『音楽』や『美術』など、文科
系授業の特色の部分に盛り込まれた。「民族
精神教育を強化する」とは、「教育を通して
学生が国家を愛し、同胞を愛し、皆と仲良く
でき、責任感を持ち、紀律を守り、中華民族
道徳文化を表現し、立派な中国人に成長させ
ること」を指す。歴史教育の主題は、「国家
を愛する、民族を愛する思想を強化するこ
と」と規定された。この「民族精神教育」は
『歴史』、『国語』や『社会』など文科系の授
業にみられ、外国に対する認識にも反映され
ている。 
③両岸教科書の比較研究結果 
 本研究の分析を通じて、両岸（中国大陸と
台湾）の教科書はともに、時代の変化を受け
て、量的にも内容的にも変化していることが
分かった。中国では、このような「時代性」
はより強くみられ、国の政策が教科書に反映
される傾向がある。台湾では、政策転換によ
る記述内容の変化はほとんどなかったもの
の、長期的にみれば若干の変化が生じている。 
 日本に関する記述の中心は、両岸の教科書
とも近代における日本の戦争であることは
共通していた。また、戦争中の日本の侵略行
為に対する批判も同様である。時代によって
批判量は増減し、内容面でもトーンが厳しく
なったり、和らいだりもしたが、1980 年代ま
では両岸ともに批判的な記述が大半を占め
た。しかし 1990 年代に入ると、両岸で記述
の違いがみられるようになる。中国では、日
本関連の記述が全体的に増えるに連れ､戦争
中の日本軍が行った残虐行為に対する批判
はより具体的、厳しさを増した。その一方で、
戦後日本の紹介や高度経済発展を実現した
日本を模範と位置付ける記述もみられるよ
うになった。1990年代の中国政府が日本政府
高官の歴史認識に対して懸念を表明すると
ともに、「経済大国」日本との関係は重視す
る一見矛盾した姿勢が、教科書にも反映され
たと言えよう。これはまた、一般国民の間に
もみられる 1990 年代の歴史認識をめぐる対
日批判と現在の日本に対する憧れの並存を
反映しているとも言える。 

台湾の教科書では、日本関連の記述が少な
くなるに連れ、日本のアジア侵略など、戦争
に関連した記述も急激に減少した。『認識台
湾』という教科書で書かれたように、台湾の
発展に対する日本の植民地統治の貢献を肯
定的に評価する記述も一部表れた。しかし、
植民地統治に対する肯定的な記述は歴史科
の教科書ではなく、社会や認識台湾の教科書
に限られており、歴史科の教科書は依然とし
て中国の歴史が中心であり、日本による過去
の侵略に対しては批判的である。日本の植民
地統治に対する認識の変化は、日本による統
治期がオランダ統治の時代や清朝による統



治と同列に扱われ、相対化されたことと関係
があるように思われる。 

また、教科書の字数統計による分析の結果
として、1990 年代の中学校の歴史教科書の総
字数はそれ以前の倍近く増加したため、日本
関連記述の総字数も増加した。しかし近代日
本と中国の戦争に関する部分の総字数に占
める割合は、1965年以降一貫して低下してい
ることがわかった。半面、対日イメージが良
好と言われてきた台湾の教科書の方が大陸
より早く南京大虐殺について記述しただけ
ではなく、死者 30 万人という数字も台湾の
教科書の方が先に記されていた。釣魚島（尖
閣諸島）の領有権問題についても、中国より
前に、詳細に説明しており、台湾の教科書が
中国大陸のものに比べ、日本を必ずしも友好
的に記述していたわけではなかったことを
明らかにした。 

また、2000 年の民進党政権の誕生で、日本
統治時代に対する評価にも変化がみられ、そ
れが教育課程にも若干ながら反映されるよ
うになった。ただし、2008 年の国民党の政権
奪還によって、教育課程における対日評価も
再び世論の争点となり、政権交代の度に、教
育課程における歴史認識にも影響を与える
状況は、台湾で当面続くと想定される。 
 本研究による両岸の教科書の日本関連記
述の相違に関する分析から、中国と台湾の教
科書にみられる対日認識が類似した起点か
ら出発し、1980年代までは大きな変化がみら
れなかったものの、1990 年代に入り、対日認
識に相違が現れるようになったことが明ら
かとなった。 

両岸の政治情勢がこれまでと同方向に展
開し続けた場合、両者の相違はますます拡大
すると予想される。このような違いは中国大
陸と台湾の両岸のみならず、海外で生活し、
台湾系或いは大陸系という異なる系統の華
僑学校で勉強している華僑の子弟の教育に
も表れていると思われる。ゆえに、中国人の
歴史認識、対日認識と教育課程との関係性を
分析する際、中国大陸だけではなく、台湾の
教育も同時に分析することが今後重要とな
ろう。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

さらに本研究では、1995 年から 2009 年の
間に、上海市で出版された歴史教科書の日本
関連の記述について、人民教育出版社の教科
書と比較しながら分析を行い、2000年代以降
の中国の歴史教育改革と対日イメージの形
成との関係性を明らかにした。図１と図２は、
字数分析データをまとめたものである。  

分析の結果、上海独自の三つの高校歴史教
科書の比較を通じて、上海の歴史教育改革が
グローバル化の流れ、さらには中国政府の新
課程改革に対応しようとしたこと、蘇智良の
チームによって新しい歴史教科書が編集さ
れ、2003 年から 2006 年にかけて出版されて
いたことが確認された。蘇版の高校歴史教科
書は、中学校の歴史教育との連動性を重視し、
重複部分を省く一方、範囲を世界全体とする
文化史、文明史、経済史、宗教史、そして世
界近現代史を中心に編集された。国家史に関
する紹介は、中国と六つの先進国を除いて基
本的に世界全体の発展の流れのなかでとり
あげられ、世界全体の歴史の一部と説明され
た。それによって、日本に関する記述量が著
しく減少しただけではなく、戦後処理のため
のサンフランシスコ講和会議など、それまで
中国の学生には詳しく紹介されてこなかっ
た戦後日本の状況も学生に教え始めたこと
が分かった。この説明方法を用いれば、高校
生の対日イメージの改善資すると考えられ
る。 

蘇版の高校歴史教科書は、教育関係者や歴
史研究者から評価の声があがっていた。とこ
ろが、ニューヨークタイムズの一部誤った報
道を機に、国内外で思わぬ反響を呼び、結果
として同教科書は使用停止に追い込まれた。
ただし、本研究の分析を通じて、この使用停
止処分は、蘇版教科書における編集理念の全
面否定を意味するものではないことが明ら
かとなった。蘇版の高校歴史教科書の編集方
針及び記述内容は、中国の中央政府による教
育改革と合致していたが、その具体的な根拠
として、次の二点を指摘できる。 

第 1に、上海市は蘇智良主編の高校生向け
の歴史教科書は 2007 年に使用を停止したも
のの、同じく蘇智良が主編を務めた中学生向



けの歴史教科書については、特段の処置を講
じることなく、今なお教科書として使用して
いることである。 

第 2に、2004 年に全国小中高学校教科書審
定委員会の初審を通った人民教育出版社の
高校歴史教科書は、2006 年の上海の教科書事
件で出版時期が一時延期となり、2007年によ
うやく出版された。その編集方式などが上海
の蘇版高校歴史教科書で最も批判されてい
た文化史の部分を第 3分冊に後回しした点な
どを除き、上海の蘇版高校歴史教科書と非常
に類似していたことである。全国で最も多く
使用され、国定教科書に近い性質を持つ人民
教育出版社の高校教科書の内容及び形式は、
上海蘇版と驚くほど似ていることから、今回
の歴史教科書編集方針の変更は、上海にとど
まらず、全国レベルの政策変更であり、教育
部によって出された 2003 年版「普通高中歴
史課程標準（実験）」に基づくものであるこ
とが確認された。 

蘇版の高校歴史教科書が使用停止になっ
た後出版された教科書の内容は基本的に、中
学校の歴史教育の繰り返したものになって
いる。この点において、さらには人民教育出
版社の教科書との比較でも、新しい教科書は、
厳しい時間的制約の下で編集されたもので
あると同時に、中央政府が推進している新課
程改革の精神とも合致しておらず、政治的な
圧力を受けての暫定的な対応とも言える。よ
って、今後の展開についても、注視し続ける
必要があろう。 
 
（２）研究成果の波及効果 
 研究代表者は、研究内容を５．の「主要な
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